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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

白馬村合同スキー場開き
11月23日（金曜日）に村内5スキー場の合同スキー場開きが白馬ジャンプ競技場で
開催され、村長をはじめ、村内のスキー関係者ら約80名が参加し、2018-2019ウィ
ンターシーズンの安全祈願祭と雪乞い神事が行われました。
今シーズンも大きな事故等がなく安全なシーズンとなることをお祈りしております。
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お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：85-0724　（内線 1152）

①
路
上
駐
車
の
禁
止

除
雪
作
業
は
早
朝
ま
た
は
夜
間
か
ら

行
い
ま
す
。
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上

へ
の
駐
車
は
お
止
め
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

②
歩
車
道
へ
の
排
雪
・
雪
の
積
み
上
げ
の
禁
止

除
雪
済
み
の
道
路
や
無
散
水
消
雪
施
設
の
あ
る
道
路
へ

自
宅
敷
地
の
雪
を
投
げ
出
す
方
が
い
ま
す
が
、大
変
危
険

で
す
。
通
行
中
の
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
歩
行
者
へ
飛
び
込

む
事
や
、そ
の
場
を
避
け
て
対
向
車
と
衝
突
す
る
事
故
等

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
雪
を
投
げ

出
し
た
ご
本
人
の
責
任
が
問
わ
れ
る
事
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
道
路
へ
雪
を
投
げ
出
す
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

③�

屋
根
雪
の
落
下
防
止
・
落
雪
注
意
看
板
の
掲
示

屋
根
雪
が
路
上
に
落
下
し
た
場
合

に
は
速
や
か
に
片
付
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、万
一
雪
の
落
下
時
に
歩
行

者
が
あ
っ
た
場
合
に
は
大
変
危
険
で

す
。
危
険
個
所
に
は
注
意
を
喚
起
す

る
看
板
を
立
て
る
な
ど
の
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

④
支
障
木
の
伐
採

除
雪
に
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
道
路
上
に
伸
び
た
木
の

枝
は
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル（
竹
ポ
ー
ル
）の
撤
去
禁
止

路
上
に
立
て
て
あ
る
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル（
竹
ポ
ー
ル
）は
除

雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、引
き
抜

か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
凍
結
防
止
剤
の
散
布
に
つ
い
て

原
則
と
し
て
朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
間
に
合
う

よ
う
に
実
施
し
ま
す
が
、こ
れ
以
外
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑦
自
宅
敷
地
内
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て

ご
自
宅
の
敷
地
内
の
雪
を
他
の
お
宅
の
敷
地
に
無
断
で

排
雪
し
、ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
敷

地
内
の
雪
に
つ
い
て
は
む
や
み
に
他
の
敷
地
に
排
雪
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、や
む
を
得
ず

他
の
敷
地
に
排
雪
さ
れ
る
場
合
は
、マ
ナ
ー
を
守
っ
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、住

宅
の
玄
関
先
や
駐
車
場
の
出

入
口
な
ど
、
道
路
と
接
す
る

箇
所
に
は
、
ど
う
し
て
も
道

路
除
雪
後
の
雪
が
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
手
数
で
も
家

先
の
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
皆

様
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
、

近
隣
の
方
々
や
道
路
利
用
者
に
迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑧
雪
押
し
場
の
確
保
に
つ
い
て

近
年
、雪
押
し
場
の
確
保
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
雪
押
し
場
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、周
辺
の
除
雪
作

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
雪
押
し
場

が
確
保
で
き
れ
ば
、効
率
的
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
道
路
脇
に
土
地
を
お
持
ち
の
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑨�

路
上
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
禁
止
に

つ
い
て

路
上
で
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
、除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
る
他
、交
通
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
安
全
で
よ
り
効
率
的
な
除
雪
作
業

を
行
う
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
が
、や
む
を
得
ず
皆
様

に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
は
何
と
ぞ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、除
雪
作
業
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
課
よ
り　
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
こ
数
年
、極
端
な
天
候
が
続
い
て
お
り
、本
年
度
の
降
雪
量
に
つ
き
ま
し
て
も
予
想
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、様
々
な
気
象
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
除
雪
体
制
の
構
築
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
の
た
め
に
は
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
・
ご
配
慮
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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箇所名 受託者（落札者） 落札決定額
（税込） 入札参加者

神城　１工区 内山・東佐野地区 白馬陸運（株） 3,866,400 白馬陸運（株）
神城　２工区 佐野地区 長澤　右一 3,229,200 長澤　右一
神城　３工区 沢渡地区 姫川建設（株） 2,602,800 姫川建設（株）
神城　４工区 堀之内地区 （株）大糸 3,920,400（株）大糸
神城　５工区 三日市場地区 （有）ダイトー工業 4,654,800（有）ダイトー工業
神城　６工区 飯田地区（犬川端） （株）五竜 2,127,600（株）五竜
神城　７工区 飯田地区 （株）大糸 7,765,200（株）大糸
神城　８工区 飯森地区 白馬陸運（株） 7,084,800 白馬陸運（株）
神城　９工区 飯森地区（旧国道北側・飯森ゲレンデ線） （株）大糸 3,056,400（株）大糸 
神城１０工区 名鉄地区 （有）田中建設 5,875,200（有）田中建設
神城１１工区 単独路線・地区間を結ぶ路線（旧農道１号・通学路線）（株）大糸 2,170,800（株）大糸
神城１２工区 歩道除雪路線南部地区 （有）ダイトー工業 1,598,400（有）ダイトー工業
神城１３工区 凍結防止剤散布路線南部地区 （有）田中建設 3,596,400（有）田中建設 ／（有）東和
神城１４工区 飯田地区狭小路線 （有）田中建設 518,400（有）田中建設 
北城　１工区 深空地区 （株）大糸 2,246,400（株）大糸
北城　２工区 みそら野地区 白馬綜合開発（株） 6,177,600 白馬綜合開発（株）
北城　３工区 みそら野地区（みそら野地区内指定路線） 白馬陸運（株） 2,235,600 白馬陸運（株）
北城　４工区 みそら野・瑞穂・エコーランド地区 （株）落田 9,082,800（株）落田
北城　５工区 白馬町・八方口地区 （株）落田 4,946,400（株）落田
北城　６工区 八方・和田野地区（真畔線・和田野地区内本線）鈴木　孝 4,395,600 鈴木　孝
北城　７工区 八方・和田野地区（和田野地区東側） （有）田中建設 1,836,000（有）田中建設
北城　８工区 八方・山麓地区 共和興業（株）白馬事業所 8,456,400 共和興業（株）白馬事業所
北城　９工区 八方地区（旧ジャンプ台線） 鈴木　孝 918,000 鈴木　孝
北城１０工区 大出地区 共和興業（株）白馬事業所 3,466,800 共和興業（株）白馬事業所
北城１１工区 蕨平地区 （株）白馬三津野 2,894,400（株）白馬三津野
北城１２工区 嶺方地区 （株）白馬三津野 3,013,200（株）白馬三津野
北城１３工区 森上・塩島・通地区 （有）吉田建設 4,330,800（有）吉田建設
北城１４工区 どんぐり地区 （有）どんぐり 5,335,200（有）どんぐり
北城１５工区 森上・野平地区 共和興業（株）白馬事業所 3,434,400 共和興業（株）白馬事業所
北城１６工区 野平地区 （株）大糸 1,609,200（株）大糸

北城１７工区 立の間・青鬼地区 東亜ベンディングサービス 1,598,400 東亜ベンディングサービス/
共和興業（株）白馬事業所

北城１８工区 塩島地区 （有）塩島組 1,177,200（有）塩島組
北城１９工区 森上・新田地区 共和興業（株）白馬事業所 3,790,800 共和興業（株）白馬事業所
北城２０工区 森上・新田・切久保地区 （株）落田 6,015,600（株）落田
北城２１工区 落倉地区 共和興業（株）白馬事業所 6,955,200 共和興業（株）白馬事業所
北城２２工区 歩道除雪路線北部地区 （株）太田造園 2,278,800 （株）太田造園／（有）吉田建設

北城２３工区 凍結防止剤散布路線北部地区 東亜ベンディングサービス 2,527,200 白馬ソイル工業（株）／東亜ベン
ディングサービス／（有）東和

北城２７工区 八方口狭小路線 （株）太田造園 324,000（株）太田造園
どんぐり地区 どんぐり地区凍結防止剤散布路線 （有）どんぐり 1,047,600（有）どんぐり

北城２４工区 オリンピック道路・咲花線 金森建設（株）白馬事業所 1,857,600 金森建設（株）白馬事業所
北城２５工区 山麓線～オリンピック道路 （株）大糸 928,800（株）大糸
北城２６工区 消防署前線・山麓線 （株）大糸 928,800（株）大糸

白馬町、八方口地区の一部・ジャンプ台線・公共施設
白馬村直営 金森建設と共同での除雪 
金森建設（株）白馬事業所 1,857,600 金森建設（株）白馬事業所

平成３０年度　村道除雪業務・凍結防止剤散布業務
〔入札日：平成３０年１１月９日（金曜日）〕◆一般除雪路線	

◆準直営路線	 　

◆直営路線	
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お問合せ　一般社団法人日本農業機械工業会　内　除雪安全協議会
電話　03-3433-0415　　WEB サイト　http://www.jfmma.or.jp

公
道
に
接
す
る
民
地
で
管
理
し
て
い
る
庭
木
や
生
け
垣
、山

林
の
樹
木
な
ど
が
、倒
れ
た
り
落
下
す
る
な
ど
し
て
、車
両
や

通
行
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
期
は
、

積
雪
に
よ
る
倒
木
や
樹
木
か
ら
の
落
雪
が
発
生
し
や
す
く
、道

路
通
行
上
の
支
障
と
な
る
事
例
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
に
起
因
し
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、法
律
に
よ
り

当
該
樹
木
の
所
有
者
等
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。樹

木
所
有
者
は
、伐
採
又
は
枝
払
い
等
の
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、作
業
時
に
は
左
記
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 
民
法
第
7
1
7
条   

 

土
地
の
工
作
物
等
の
占
有
者
及
び
所
有
者
の
責
任

・
道
路
法
第
43
条  

道
路
に
関
す
る
禁
止
事
項

樹
木
の
伐
採
等
に
御
協
力
く
だ
さ
い
!

－

道
路
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
に

－

＜国県道に接する場合＞
大町建設事務所維持管理課管理係
電話 0261-23-6533（直通）  FAX 0261-23-6532
e-mail omachiken-ijikanri@pref.nagano.lg.jp

＜村道に接する場合＞
白馬村役場建設課
電話 0261-85-0724　FAX 0261-72-7001
e-mail kensetsu@vill.hakuba.lg.jp

【お問合せ先】

◇
◇
作
業
時
の
注
意
事
項
◇
◇

①  

作
業
に
あ
た
っ
て
は
、通
行
車
両
や
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
し
、作
業
者
は
樹
木
等
か
ら
の
転
落
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

②  

樹
木
の
枝
等
が
電
線
や
電
話
線
等
に
掛
か
っ
て
い
る

場
合
、ま
た
は
枝
等
の
近
く
に
電
線
や
電
話
線
が
あ

る
場
合
は
、作
業
に
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、最
寄
り

の
電
力
会
社
又
は
通
信
会
社
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

正
し
い
操
作
で
、安
全
除
雪
！

毎
年
、雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う

際
に
は
、次
の
点
に
注
意
し
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

（
1 

）作
業
を
行
う
前
に
、必
ず
取
扱
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で
、正
し
い
使
い
方
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

（
2
） 雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
、回
転
部（
オ
ー
ガ
、

ブ
ロ
ウ
）が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら
雪
か

き
棒
を
使
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
3
） 回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
、回
転
部
が
完
全
に
停
止
し

て
か
ら
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
4
） 後
進
時
は
、転
倒
し
た
り
、挟
ま
れ
た
り
し

な
い
よ
う
、足
元
や
後
方
の
障
害
物
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
5
） 除
雪
作
業
中
は
、雪
を
飛
ば
す
方
向
に
、人

や
車
・
建
物
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、除
雪
機
の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を

近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
6
） 安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な
い
状
態
で

は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、安
全
装
置
を
意
図
的
に
解
除
し
た
り
、

故
障
を
放
置
し

た
り
し
た
ま
ま

で
は
使
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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お問合せ　　白馬村役場　税務課　電話：85-0712
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給
与
等
の
支
払
者（
会
社
等
）は
、平
成

30
年
中
に
従
業
員
へ
支
払
っ
た
金
額
を
市

区
町
村
に「
給
与
支
払
報
告
書
」と
い
う
形

で
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
先

は
、従
業
員
の
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在

の
住
所
所
在
市
区
町
村
長
に
な
り
ま
す
。

提
出
期
限
は
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、１
月
20
日
を
目
安
に
早
め
の

提
出
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
提
出
に
際
し
て
の
注
意

提
出
の
際
は
、総
括
表
を
必
ず
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

今
年
度
、個
人
住
民
税（
村・
県
民
税
）を

特
別
徴
収
し
て
い
る
給
与
支
払

者
に
は
11
月
中
旬
に
当
村
指
定

の
総
括
表
を
郵
送
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
当
村
に
お
い

て
特
別
徴
収
を
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、当
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、一
般

の
様
式
の
も
の
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

総
括
表
に「
特
別
徴
収
」
と

「
普
通
徴
収
」の
区
別
、及
び
人

数
を
必
ず
明
確
に
記
入
し
、内
訳
が
あ
る
場

合
は
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
間
に
仕
切

り
紙
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
総
括
表
」や「
給
与
支
払
報
告
書
個
人

別
明
細
書
」の
用
紙
に
不
足
が
あ
る
場
合

は
、役
場
税
務
課
に
予
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
た
後
、特
別

徴
収
該
当
者
に
退
職
な
ど
の
異
動
が
発
生

し
た
と
き
は
、必
ず
異
動
届
を
提
出
く
だ
さ

い
。ま
た
、 

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
後
に

訂
正
や
追
加
が
あ
っ
た
と
き
は
、「
訂
正
分
」・

「
追
加
分
」と
朱
書
き
し
た
上
、再
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
電
子
申
告
に
よ
る
提
出

地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
通
称：
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）は
、地
方

税
の
手
続
き
を

電
子
的
に
行
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。

地
方
税
の
申
告

や
納
税
を
窓
口

に
出
向
く
こ
と

な
く
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
、
税

理
士
事
務
所
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、簡
単
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。給
与
支
払
報
告
書
も
、書
面
で
の

提
出
に
代
え
て
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
給
与

支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。給

与
支
払
報
告
書
は
複
数
の
市
町
村
へ

提
出
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
で
は
提
出
義
務
の
あ
る
複
数
の
市
町
村

に
一
括
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
詳
し
い
利
用
方
法
は
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
利
用
可
能
な
手
続
き

国
と
地
方
公
共
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出

す
る
義
務
の
あ
る
給
与
支
払
報
告
書・源
泉

徴
収
票
を
一
括
し
て
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
一
元

的
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
電
子
申
告
対
象
税
目
】

・法
人
都
道
府
県
民
税　
・法
人
事
業
税　

・地
方
法
人
特
別
税　
・法
人
市
町
村
民
税

・
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）　
・
個
人
住
民

税（
給
与
支
払
報
告
書
等
や
特
別
徴
収
関
連

手
続
き
）　
・事
業
所
税

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
は
個
人
住
民
税

（
特
別
徴
収
分
）な
ど
が
複
数
の
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
、一
度
の
操
作
で
電
子
的
に

納
税
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
の
地

方
公
共
団
体
へ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
や
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
よ
り
納
税
が

可
能
と
な
る
仕

組
み
で
す
。
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利

用
に
つ
い
て
是

非
、
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？『
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

L
T
A
X
』

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く
！

平成31年1月
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お問合せ　白馬村役場　税務課　徴収担当　電話 : 85-0712

◆
◆
◆
滞
納
処
分
強
化
中
！　
税
金
は
期
限
内
納
付
が
原
則
で
す
◆
◆
◆

�

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

納
税
は
、教
育
、労
働
と
と
も
に
国
民

の
三
大
義
務
の
一
つ
で
す
。
村
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
村
づ
く
り
の
た
め
に
も
、税
金
は
必

要
不
可
欠
で
す
。

�

安
心
で
確
実
な
口
座
振
替
を

�　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い��

う
っ
か
り
未
納
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

村
税
の
納
付
は
、口
座
振
替
が
お
ス
ス
メ

で
す
。口
座
振
替
な
ら
納
期
限
の
日
に
指

定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
。
万
が
一
、残
高
不
足
の
場
合
に

は
、事
前
に
日
に
ち
を
お
知
ら
せ
し
て
再

振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

��

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
税
金
を

��������

納
め
な
い
で
い
る
と
・
・

定
め
ら
れ
た
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

税
さ
れ
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま
す
。

村
税
を
滞
納
す
る
と
、延
滞
金
が
加
算
さ

れ
、滞
納
処
分
が
行
わ
れ
る
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。

�

延
滞
金
に
つ
い
て

延
滞
金
と
は
、納
期
限
ま
で
に
納
め
た

人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
本
税
に

加
算
し
て
徴
収
す
る
も
の
で
す
。　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
は
、特
例
基
準
割
合
に
１
％

を
加
算
し
た
割
合
で
計
算
し
た
金
額
、そ

れ
以
降
に
つ
い
て
は
特
例
基
準
割
合
に

７
．３
％
を
加
算
し
た
割
合
で
納
付
日
ま

で
の
期
間
で
計
算
し
た
額
で
す
。そ
も
そ

も
期
限
内
に
納
付
し
て
い
れ
ば
発
生
し

な
い
余
計
な
お
金
で
す
の
で
、期
限
内
納

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
滞
納
処
分
に
つ
い
て

地
方
税
法
第
３
３
１
条
第
１
項
に
は
、

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10

日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い

と
き
は
、滞
納
し
て
い
る
人
の「
財
産
を

差
し
押
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、督
促
状
を
受
け

取
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

差
押
対
象
と
な
る
財
産
は
、預
貯
金
、

給
与
、売
掛
金
、自
動
車
、不
動
産
な
ど

で
す
。
財
産
の
差
押
に
は
、本
人
の
同
意

も
予
告
も
必
要
と
し
て
お
ら
ず
、滞
納
処

分
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
滞

納
者
の
住
居
や
事
務
所
の
捜
索
も
行
い

ま
す
。こ
の
捜
索
は
滞
納
者
の
意
思
に
か

か
わ
り
な
く
行
う
こ
と
の
で
き
る
強
制

捜
査
で
、裁
判
所
の
令
状
を
必
要
と
し
ま

せ
ん
。
捜
索
の
結
果
、換
価
可
能
な
財
産

が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
場
で
差
押

を
し
て
い
ま
す
。

��

長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

へ
の
移
管
に
つ
い
て　

長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
は
、地

方
税
の
滞
納
額
を
効
率
的
に
縮
減
す
る

た
め
に
、県
内
全
市
町
村
と
県
が
大
口
困

難
案
件
に
つ
い
て
の
滞
納
整
理
業
務
の

共
同
化
を
行
う
組
織
と
し
て
、平
成
23
年

４
月
に
設
立
さ
れ
た
広
域
連
合
で
す
。

長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
で
は
、

市
町
村
や
県
か
ら
大
口・
徴
収
が
困
難
な

滞
納
事
案
を
引
き
受
け
、滞
納
者
が
所
有

す
る
財
産
を
徹
底
し
て
調
査
し
、差
押
え

や
公
売
等
の
厳
格
な
滞
納
処
分
を
中
心

と
し
た
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、件
数
を
絞
り
長
野
県
地

方
税
滞
納
整
理
機
構
へ
徴
収
事
務
を
移

管
し
て
い
ま
す
。
移
管
さ
れ
ま
す
と
、滞

納
整
理
機
構
が
白
馬
村
に
代
わ
り
村
税

の
徴
収
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
特
別
な
事
情
の
あ
る
方
は
・
・
・

災
害・
事
故
な
ど
、特
別
な
事
情
の
あ

る
方
は
、納
税
相
談
を
随
時
実
施
し
て
い

ま
す
。村
税
の
一
括
納
付
が
困
難
な
場
合

は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、一
度
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。お
仕
事
等
で
来
庁
が

困
難
な
場
合
に
は
、ま
ず
電
話
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

 

お
問
合
せ

	

白
馬
村
役
場
税
務
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
2

	

住
民
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
5

	

上
下
水
道
課	

電
話
：
8
5-

0
7
1
4

納付方法・納付場所
表中の納付方法及び納付場所で

お支払いができます。
固定
資産税

国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料

上下
水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ○ ○ ○ ○

現金払
（コンビニエンスストア） - - - ○

口座振替 ○ ○ ○ ○
クレジットカード
インターネット決済 ○ ○ - -

12
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

固
定
資
産
税	

第
３
期

国
民
健
康
保
険
税	

第
７
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料	

第
５
期

上
下
水
道
料
金	

12
月
請
求
分

12
25 火

納期限及び
口座振替日
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     ま
も
な
く�

平
成
31
年
度　

償
却
資
産
の
申
告
時
期
で
す

平
成
31
年
度
償
却
資
産
の
申

告
期
限
は
、
平
成
31
年
１
月

31
日（
木
曜
日
）で
す

�「
事
業
用
償
却
資
産
」と
は
…

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず「
事

業
用
償
却
資
産
」を
所
有
し
て

い
る
方
は
、右
記
の
申
告
期
限

ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。会

社
や
個
人
が
経
営
す
る
商

店
や
民
宿
等
で
使
用
さ
れ
て

い
る
機
械
や
器
具
、構
築
物
な

ど
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る

資
産
の
こ
と
で
す
。

事
業
用
償
却
資
産
を
所
有

す
る
方
は
、そ
の
資
産
の
所
在

地
と
な
る
市
町
村
に
所
有
状

況
を
申
告
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、正
当

な
理
由
が
な
く
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、地
方
税
法

第
３
８
６
条
お
よ
び
白
馬
村

税
条
例
第
75
条
の
規
定
に
よ

り
、過
料
を
科
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
留
意
願
い

ま
す
。

�

申
告
用
紙
の
発
送
・
提
出
に

��������

際
し
て
の
お
願
い
…

申
告
用
紙
は
、12
月
中
旬
ご

ろ
ま
で
に
発
送
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
会
計
事
務
所
に
経
理

を
依
頼
し
て
い
る
事
業
主
の

皆
様
の
申
告
用
紙
は
、会
計
事

務
所
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
申
告
書
に
は
、
平
成

31
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け

る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、種
類

や
取
得
価
格
、取
得
年
月
等
に

つ
い
て
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、役
場
税
務
課
ま
で
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　償却資産担当　電話：85-0712

お問合せ　白馬村役場　税務課　入湯税担当　電話：85-0712

平
成
29
年
度　入

湯
税　
使
途
状
況

入
湯
税
は
、地
方
税
法
第
７
０
１
条
の
規
定
に
よ
り
、環
境
衛

生
施
設
、鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設
及
び
消
防
施
設
、そ
の
他
消

防
活
動
に
必
要
な
施
設
の
整
備
並
び
に
観
光
の
振
興
に
要
す
る

費
用
に
充
て
る
た
め
の
目
的
税
で
す
。　

平
成
29
年
度
の
入
湯
税
の
決
算
額
は 
4
4
1
3
万
4
千
円
と

な
っ
て
お
り
、「
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
費
」、「
消
防
施
設
の
整

備
費
」、「
観
光
振
興
費
」、「
観
光
施
設
の
整
備
費
」と
し
て
下
記

の
表
の
と
お
り
充
当
し
ま
し
た
。

ま
た
、白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
毎
年
度
掲
載
予
定
で

す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

消
火
栓
設
置
の
様
子

区分 事業の内容 総事業費

財源の内訳
支出金

地方債 負担金
その他

一般財源等

国 都道府県 入湯税 その他

環境衛生施設の整備 合併浄化槽設置に対する
補助 830,725 4,939 4,939 500,200 93,380 2,000 225,267

消防施設の整備 消火栓設置や管理の費用 4,542 - - - - 3,150 1,392

観光施設の整備 サイクリングロード等の
改修工事 53,074 - - 5,200 11,966 5,000 30,908

観光振興 シャトルバス・ゆるキャラ
観光宣伝の費用 217,343 52,498 626 - 50,000 33,984 80,235

合計 1,105,684 57,437 5,565 505,400 155,346 44,134 337,802
               ※「平成29年度　入湯税の使途状況に関する調査」より

（単位：千円）
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図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討
（
５
）　
全
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
終
了
し
ま
し
た

　住民一人ひとりが活躍できる場
地元住民の特技が活かされる（村民のアーカイブ）／情報と人
のマッチング（教える・教えられる、耕す・耕してもらう、あげる・
譲る）／子どもからシニア世代まで幅広い人々がチャレンジで
きる場（起業支援）／仕事・家事・育児等をシェアできる／行
政に頼らず住民が力を発揮できる

    多様な人が利用しやすい施設
障害のある人も使いやすい施設／施設案内・蔵書の多言語対応
（電子書籍・電子図書館を含む）／外国人による選書、本の持
ち込み／車が無くてもバスや乗合で行ける

　「学び」を楽しめる場
多言語やビジネススキル、教養を学べる／集中できる学習室が
ある／机上の学習と実体験を結ぶ場／学術誌・論文・特許等に
オンラインでアクセスできる図書館

　「発信」する場
白馬から世界に発信できるセミナー・カンファレンスが開催で
きる施設／体験学習を誘致／発信力のある施設（図書館のメ
ディア化）

　「食」を楽しめる場
地元のカフェが月替わりで出店／郷土料理などを学んで作れる
キッチンのある施設（食文化の継承）／子どもカフェ・大人カ
フェ、村民食堂、お酒が飲めるバー

　「買い物」を楽しめる場
地場産品が買える施設（余剰農産品の量り売り）／チャレンジ
ショップの出店／ミュージアムショップのように白馬関連の
グッズやお土産が買える／本が買える

　「交流」を楽しめる場
子どもとお年寄りが交流できる場（多世代）／日本人も外国人
も気軽に訪れる場（多文化）／多様な人々の交流により生活の
知恵を交換できる場／お互いを認め合い、オープンに議論でき
る場／官と民、異世代、多文化など「つなぐ」図書館

　「文化」を楽しめる場
映画鑑賞ができるミニシアターを併設／コンサートができる小
ホールを併設／楽器の練習ができる部屋

　「創造」を楽しめる場
ものづくりやまちづくりなど様々なワークショップができる場
（3Dプリンター・レーザーカッターなど最新機器に触れられる）
／自分の本が書ける、本作りを体験できる図書館／白馬村民み
んなで本を出版するプロジェクト

　地域を知る場
地元の芸術家の作品の展示・販売／白馬の歴史を学ぶことがで
きる／村民や縁のある人が書いた本や詩が読める

　子育てを応援する場
託児できる施設／絵本がたくさんある図書館／子どもの「発見」
を育て、隠れたり登ったり「遊び場」になる施設／子どもがお
手伝いしておこづかいがもらえる施設

　健康づくりの場
健康管理・健康づくりができる施設（測定機器、相談コーナー、
トレーニングルーム）／健康増進のために不便さもある施設／
健診センターの併設／屋内プールやボルダリングなど冬季も楽
しめる

　くつろげる場
マッサージチェアの設置／個室を備える／ファーストクラスの
ような有料の癒し空間／畳やくつろげる椅子などのんびりでき
る場／お昼寝スペース

　利益を生み出す場
企業誘致・起業支援など税収増に寄与する施設／体験・サービ
スを売る施設／飲食や地場産品・民芸品等を販売する施設

　環境にやさしい施設
再生可能エネルギーの活用（小水力・木質バイオマス・雪氷熱・
太陽光等）／リサイクルステーション・リユースコーナー併設
／脱プラスチックの施設／食料・エネルギーの地産地消を推進
して自給率を高める施設

　建築・デザイン・場所
村産材を使った木の香りがする施設／山が見える・星が見える・
水の流れや自然・季節を感じる施設／木が植えられて庭が美し
い施設

　図書館カード
図書館カードで地域通貨による電子決済（キャッシュレス・デー
タ収集、公共交通でも使える）／村外の人のお土産になるよう
な図書館カード／ケーキ・コーヒー付など定額会員制サービス

　その他の設備・機能等
シンボルツリーと芝生のある公園／茶室や囲炉裏、日本庭園（冬
はかまくらで読書できる）／足湯、温泉の併設／動物と触れ合
える場／サイクリストが立ち寄る施設／雨の日でも白馬の山や
アクティビティ、全国の美術館・博物館など VR などを楽しめ
る／アウトドアを楽しめる／夜も開いている図書館／防災拠点
になる施設／ギフトエコノミー（与えあいの経済）の拠点／ジェ
ンダーフリーの理解を促す図書館／介護に追われている人や依
存症・引きこもりの人を救う機能／蔵書数などは広域化でカ
バーして、村には「山・スキー」等のテーマを有する図書館が
ほしい／壁に自由に絵を描ける施設／学校図書館との連携／中
高生の居場所として若い世代が楽しめるコンテンツを提供する
／宅配の受取りができる施設／駅舎に併設して多くの人が気軽
に立ち寄れる施設／道の駅を併設して振る舞いが行われる施設

　9月から毎月開催してきた SDGs（持続可能な開発目標）をテーマとしたワークショップが終了しました。
　全 3回のワークショップで出された意見と、11 月末に東京で開催した白馬ファン交流会において寄
せられたご意見を以下にご紹介します。
　1月と 2月に有識者会議を開催し、これまでの議論や意見・アイデアを踏まえた上で、機能等を絞
り込みながら、今後の方向性を固めていきます。
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お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：85-0715

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：85-0724

残
さ
ず
食
べ
よ
う
!「
宴
会
た
べ
き
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

舗
装
道
路
の
穴
埋
め
に

道
路
の
補
修
材
お
譲
り
し
ま
す
。

長
野
県
で
は
、食
品
ロ
ス
削
減
を
目
的
と
し
た「
食

べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県
民
運
動
～
e

−

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
」の
一
環
と
し
て
、特
に『
宴
会
料
理
』の
食
べ

残
し
を
出
さ
な
い
呼
び
か
け
を
行
う「
残
さ
ず
食
べ

よ
う
！
30
・
10
運
動
　
宴
会
た
べ
き
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
1
月
は
、忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
特
に

宴
会
の
席
が
増
え
る
時
期
で
す
。

幹
事
さ
ん
は
、呼
び
か
け
例
を
参
考
に
宴
会
開
始

時
や
お
開
き
の
前
に
食
べ
き
り
を
呼
び
か
け
、出
席

さ
れ
る
皆
さ
ん
も
食
べ
残
し
の
削
減
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

「
30
・
10
運
動　
宴
会
た
べ
き
り
」６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

飲
食
店
等
か
ら
出
る
生
ご
み
の
う
ち
、約
6
割
が

お
客
さ
ん
の
食
べ
残
し
た
料
理
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
食
、宴
会
時
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
に
、次

の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

1 

注
文
の
際
に
適
量
を
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

2  

宴
会
開
始
時
に
、「
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
」と
呼

び
か
け
ま
し
ょ
う
。

3  

乾
杯
後
30
分
間
は
席
を
立
た
ず
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

4  

大
皿
に
ち
ょ
っ
と
ず
つ
残
っ
た
お
料
理
は
、食
べ

ら
れ
る
人
に
勧
め
ま
し
ょ
う
。

5  

お
開
き
に
な
る
前
に「
有
る
を
尽
く
し
て
、食
べ
き

り
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

6  

最
後
の
10
分
間
は
自
分
の
席
に
戻
っ
て
、再
度
料

理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

宴
会
開
始
時（
乾
杯
の
後
な
ど
）の
呼
び
か
け
例

ご
出
席
の
皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県
民
運
動
」に
賛
同

し
、「
た
べ
き
り
応
援
幹
事
」と
し
て
、お
料
理
を
残

さ
ず
食
べ
る
こ
と
を
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

本
日
は
、お
料
理
を
充
分
に
ご
用
意
し
ま
し
た
。
お

酌
に
回
る
前
に
、お
席
に
着
き
、ご
ゆ
っ
く
り
お
召
し

上
が
り
く
だ
さ
い
。

お
開
き
前（
中
締
め
前
）の
呼
び
か
け
例

そ
ろ
そ
ろ
、万
歳（
締
め
・
お
開
き
）と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
前
に
、皆
様
も
う
一
度
始
め
の
席
に
お
戻
り
く

だ
さ
い
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
ま
だ
ま
だ
お
料
理
が
残
っ
て

お
り
ま
す
。
有
る
を
尽
く
し
て
、気
持
ち
よ
く
お
開
き

に
し
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
舗
装
道
路
の
穴
の
補
修
を
発
見
次
第
順
次
対
応
し

て
い
ま
す
が
、数
も
多
く
天
候
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、お
待

た
せ
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

降
雪
・
積
雪
の
多
い
こ
れ
か
ら
の
季
節
、「
天
気
の
良
い
時
に

近
所
の
穴
は
自
分
で
埋
め
て
し
ま
い
た
い
」と
い
う
方
の
た
め

に
道
路
の
補
修
材
を
お
譲
り
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
道
路

　
舗
装
さ
れ
た
村
道
で
交
通
量
の
比
較
的
少
な
い
道
路

●
配
布
数

　
１
件
１
回
に
付
き
３
袋
ま
で

　
（
１
袋
20
㎏
。深
さ
２
cm
、50
cm
四
方
の
穴
で
１
袋
使
い
ま
す
）

※ 

開
封
後
す
ぐ
に
硬
化
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、開
封
後
は
使
い

切
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
方
法

　
役
場
建
設
課
に
連
絡
い
た
だ
き
、受
け
取
り
日
時
を
打
ち
合

わ
せ
ま
す
。

※ 

補
修
位
置
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。在
庫
の
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
補
修
材
の
お
受
け
取
り
方
法

　
指
定
場
所
で
受
け
取
り
願
い
ま
す（
役
場
ま
た
は
除
雪
基
地

の
予
定
）

●
施
工
方
法

１．穴に補修材を投入

２．スコップ等でならす 

３．散水
４．軽く転圧　
　  以上で終了です。

簡単！
誰でもできる
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11

10
月
29
日
～
11
月
19
日
に
掛
け
、懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
地
区
役
員
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
主
に
次
の
内
容
で
懇
談
を
実
施
し

ま
し
た
。

①
地
区
の
課
題
や
将
来
像

②
課
題
解
決
の
た
め
に
役
場
に
望
む
こ
と

③
集
落
支
援
員
の
活
用

④
ハ
ー
ド
事
業
要
望（
特
に
村
長
に
要
望
し
た
い
事
項
）

各
地
区
、そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
共
通
課
題
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
区
運
営
の
担
い
手
不
足

・�

少
子
高
齢
化
に
よ
る
普
請
、

作
業
要
員
不
足

・�

防
災
情
報
等
の
伝
達
に
関

す
る
課
題

・�

ご
み
地
区
集
積
場
の
利
用

方
法

・
地
区
配
布
物
に
つ
い
て

・�

道
路
、水
路
等
の
維
持
管
理

課
題
解
決
に
向
け
、行
政
と

地
域
が
知
恵
を
出
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、役
員
負
担
軽
減
に

繫
が
る
よ
う
、集
落
支
援
員
制

度
も
含
め
取
組
み
ま
す
。

村
で
は
、白
馬
村
環
境
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
大
規
模
開
発
基
準
を
改
定
し

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
3

月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、個

別
事
項
の
状
況
、改
定
の
背
景
に
つ
い
て
、

数
回
に
分
け
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
月
号

は
、緑
地
率
に
つ
い
て
で
す
。

○
改
定
前

5
，0
0
0
㎡
以
下
10
パ
ー
セ
ン
ト
、

5
，0
0
0
㎡
以
上
は
敷
地
の
周
囲
5

メ
ー
ト
ル
以
上
に
、樹
木
を
活
用
し
た
緑

地
帯
が
設
け
ら
れ
、か
つ
、敷
地
に
占
め

る
緑
地
帯（
既
存
森
林
、遊
歩
道
、池
等
を

含
む
。）の
割
合
が
、全
体
面
積
の
50
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

○
改
定
後（
平
成
30
年
4
月
～
）

敷
地
の
周
囲
は
樹
木
を
活
用
し
た
緑

地
を
設
け
、
敷
地
内
は
緑
化
に
努
め
る

こ
と
。

○
改
定
の
背
景

従
前
の
5
，0
0
0
㎡
以
上
の
基
準
は

非
常
に
厳
し
く
、法
律
の
域
を
超
え
て
お

り
非
現
実
的
で
あ
る
旨
、境
界
周
囲
に
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
の
緑
化
は
必
要
で
あ

る
旨
、土
地
条
件
・
地
形
・
用
途
等
を
考
慮

す
る
と
一
律
の
基
準
設
定
は
困
難
で
あ

る
の
で
、充
分
研
究
さ
れ
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
９・
２
０
２
０
年
度（
平
成
31・
32
年
度
）入
札
参
加

資
格
申
請
申
請
書
の
受
付
を
平
成
31
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

行
い
ま
す
。詳
し
く
は
白
馬
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.vill.hakuba.lg.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
．対
象
業
務

１
）建
設
工
事

　��

建
設
業
法（
昭
和
24
年
法
律
第
1
0
0
号
）の
定
め
る

29
業
種

２
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
業
務

　��

測
量
、建
築
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

地
質
調
査
、補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
５
種
類
の
業
務

３
）�物
品
購
入
、業
務
委
託（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の

業
務
に
属
す
る
も
の
を
除
く
）及
び
そ
の
他
業
務

２
．受
付
期
間

　�

平
成
31
年
１
月
８
日（
火
曜
日
）か
ら
平
成
31
年
３
月
29

日（
金
曜
日
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
郵
送
ま
た
は
持
参

（
土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

３
．そ
の
他

１
）�申
請
書
類
及
び
添
付
書
類
は
ホ
チ
キ
ス
止
め
又
は
２

穴
紐
綴
じ
に
よ
り
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
イ
ル
等
へ
綴
り
込
み
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
）�郵
送
申
請
さ
れ
る
方
で
受
付
確
認
証
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、返
信
用
封
筒
又
は
ハ
ガ
キ
等
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。（
い
ず
れ
も
切
手
貼
付
・
返
信
先
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
）

３
）�登
記
簿
謄
本
、証
明
書
等
は
３
ケ
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
地
区
役
員

懇
談
会
実
施
し
ま
し
た

シ
リ
ー
ズ
　
白
馬
村
の
大
規
模
開

発
基
準
改
定 “
緑
地
率
”に
つ
い
て

2
0
1
9
・
2
0
2
0
年
度（
平
成
31
・
32
年
度
）

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　総務課企画係　電話：72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：72-7002

受付及びお問合せ　長野県北安曇郡白馬村大字北城 7025 番地
白馬村役場 建設課　電話 0261-72-5000（内線 1152）e-mail　kensetsu@vill.hakuba.lg.jp

　　　（お問合せは、極力 e-mail でお願いいたします。）

はくば12月.indd   11 H30/12/07   15:23

12月1日 芝浦工業大学、名古屋大学の協力を得て、通、立の間、落倉、幸田、花園、嶺方、堀之内、三日市
場の各地区を調査しました。

12月2日 午前中は沢渡、深空、瑞穂、蕨平の各地区を調査しました。深空、瑞穂ではオリンピック道路
と塩の道に分かれ調査しました。

　午後から開催されたワークショップでは学生を含
めた47名の参加者とともに活発な意見交換が繰り広
げられました。
　テーマをそれぞれ別荘地の建物、駅前景観、山から
の展望景観の3つに分けました。白馬らしい色と素材
について各グループで共有し、学生によるシミュレー
ション画像などを駆使して理想的な景観について意
見を交えました。

白馬村役場総務課　企画調整係
TEL 0261-72-7002　FAX 0261-72-7001

E-mail somu@vill.hakuba.lg.jp平成 30 年度地域発元気づくり支援金を活用しています

平成30年　第三回白馬村景観計画調査・ワークショップを開催しました

■主な意見
・木の素材感を重要視すること
・現在ある建築物も彩度や明度を変えたり、壁の色に

変化を持たせることで人工物感をやわらげられる
・外構整備の樹木や植栽で景観も大幅に変わる
・白い壁の多用は周辺の緑より目立ってしまう
・個性的な建築を好む外国人への周知方法
・リノベーションする際のルール適用が必要
・屋根の色を揃えたり、屋上緑化を取り入れたり、山

から見た景色にも配慮したい
・路面もコンクリートやアスファルト一辺倒ではな

く変化が欲しい
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10
月
29
日
～
11
月
19
日
に
掛
け
、懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
地
区
役
員
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
主
に
次
の
内
容
で
懇
談
を
実
施
し

ま
し
た
。

①
地
区
の
課
題
や
将
来
像

②
課
題
解
決
の
た
め
に
役
場
に
望
む
こ
と

③
集
落
支
援
員
の
活
用

④
ハ
ー
ド
事
業
要
望（
特
に
村
長
に
要
望
し
た
い
事
項
）

各
地
区
、そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
共
通
課
題
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
区
運
営
の
担
い
手
不
足

・�

少
子
高
齢
化
に
よ
る
普
請
、

作
業
要
員
不
足

・�

防
災
情
報
等
の
伝
達
に
関

す
る
課
題

・�

ご
み
地
区
集
積
場
の
利
用

方
法

・
地
区
配
布
物
に
つ
い
て

・�

道
路
、水
路
等
の
維
持
管
理

課
題
解
決
に
向
け
、行
政
と

地
域
が
知
恵
を
出
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、役
員
負
担
軽
減
に

繫
が
る
よ
う
、集
落
支
援
員
制

度
も
含
め
取
組
み
ま
す
。

村
で
は
、白
馬
村
環
境
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
大
規
模
開
発
基
準
を
改
定
し

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
3

月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、個

別
事
項
の
状
況
、改
定
の
背
景
に
つ
い
て
、

数
回
に
分
け
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
月
号

は
、緑
地
率
に
つ
い
て
で
す
。

○
改
定
前

5
，0
0
0
㎡
以
下
10
パ
ー
セ
ン
ト
、

5
，0
0
0
㎡
以
上
は
敷
地
の
周
囲
5

メ
ー
ト
ル
以
上
に
、樹
木
を
活
用
し
た
緑

地
帯
が
設
け
ら
れ
、か
つ
、敷
地
に
占
め

る
緑
地
帯（
既
存
森
林
、遊
歩
道
、池
等
を

含
む
。）の
割
合
が
、全
体
面
積
の
50
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

○
改
定
後（
平
成
30
年
4
月
～
）

敷
地
の
周
囲
は
樹
木
を
活
用
し
た
緑

地
を
設
け
、
敷
地
内
は
緑
化
に
努
め
る

こ
と
。

○
改
定
の
背
景

従
前
の
5
，0
0
0
㎡
以
上
の
基
準
は

非
常
に
厳
し
く
、法
律
の
域
を
超
え
て
お

り
非
現
実
的
で
あ
る
旨
、境
界
周
囲
に
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
の
緑
化
は
必
要
で
あ

る
旨
、土
地
条
件
・
地
形
・
用
途
等
を
考
慮

す
る
と
一
律
の
基
準
設
定
は
困
難
で
あ

る
の
で
、充
分
研
究
さ
れ
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
９・
２
０
２
０
年
度（
平
成
31・
32
年
度
）入
札
参
加

資
格
申
請
申
請
書
の
受
付
を
平
成
31
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

行
い
ま
す
。詳
し
く
は
白
馬
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.vill.hakuba.lg.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
．対
象
業
務

１
）建
設
工
事

　��

建
設
業
法（
昭
和
24
年
法
律
第
1
0
0
号
）の
定
め
る

29
業
種

２
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
業
務

　��

測
量
、建
築
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

地
質
調
査
、補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
５
種
類
の
業
務

３
）�物
品
購
入
、業
務
委
託（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の

業
務
に
属
す
る
も
の
を
除
く
）及
び
そ
の
他
業
務

２
．受
付
期
間

　�

平
成
31
年
１
月
８
日（
火
曜
日
）か
ら
平
成
31
年
３
月
29

日（
金
曜
日
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
郵
送
ま
た
は
持
参

（
土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

３
．そ
の
他

１
）�申
請
書
類
及
び
添
付
書
類
は
ホ
チ
キ
ス
止
め
又
は
２

穴
紐
綴
じ
に
よ
り
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
イ
ル
等
へ
綴
り
込
み
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
）�郵
送
申
請
さ
れ
る
方
で
受
付
確
認
証
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、返
信
用
封
筒
又
は
ハ
ガ
キ
等
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。（
い
ず
れ
も
切
手
貼
付
・
返
信
先
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
）

３
）�登
記
簿
謄
本
、証
明
書
等
は
３
ケ
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
地
区
役
員

懇
談
会
実
施
し
ま
し
た

シ
リ
ー
ズ
　
白
馬
村
の
大
規
模
開

発
基
準
改
定 “
緑
地
率
”に
つ
い
て

2
0
1
9
・
2
0
2
0
年
度（
平
成
31
・
32
年
度
）

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　総務課企画係　電話：72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：72-7002

受付及びお問合せ　長野県北安曇郡白馬村大字北城 7025 番地
白馬村役場 建設課　電話 0261-72-5000（内線 1152）e-mail　kensetsu@vill.hakuba.lg.jp

　　　（お問合せは、極力 e-mail でお願いいたします。）

はくば12月.indd   11 H30/12/07   15:23



神
城
断
層
地
震
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

災
害
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

１
１
９
番
の
日

お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：85-0726

お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話：72-7002　FAX：72-7001

神
城
断
層
地
震
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
作
成
は
、白
馬
村
、小
谷
村
、信
州
大
学

の
共
同
研
究
と
し
て
、2
0
1
7
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
2
0
1
4
年
の

地
震
の
記
録
や
記
憶
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
、保
存
・

利
活
用
し
て
い
く
取
組
で
す
。

地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
、発
災
時
の
様
子
を
写
真
や
動
画
、村
民
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
保
存
し
、発
災
時
に
村
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、人
々

は
ど
う
考
え
行

動
し
た
の
か
を

余
す
と
こ
ろ
な

く
記
録
し
て
い

き
ま
す
。
加
え

て
、
復
旧
期
、
復

興
期
、そ
の
後
に

つ
い
て
も
村
の

変
還
や
生
の
声

を
写
真
や
動
画
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
遺
し
て
記
録

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
は
、将
来

の
災
害
に
備
え
る

こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
学
校
に

お
け
る
防
災
教

育
、村
民
の
生
涯

学
習
や
地
域
防

災
な
ど
に
活
用

く
だ
さ
い
。  

中
部
電
力
と
の
災
害
時
等
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関
す

る
協
定
書

白
馬
村
と
中
部
電
力
は
、村
内
で
地
震
や
浸
水
害
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
際
、域
内
へ
の
電
力
を
迅
速
に
供
給
す
る
た
め
の
連
携
協

力
事
項
を
定
め
た
協
定
書
を
、11
月
22

日（
木
曜
日
）に
締
結
し
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
発
生
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
対
策
は
、全
国
の
自
治
体
に
お

い
て
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
中
部
電
力
と
の
相
互
協
力

協
定
に
よ
り
、災
害
時
の
電
力
供
給
や

早
期
の
電
力
復
旧
、並
び
に
、平
時
か

ら
の
安
全
管
理
の
た
め
の
対
策
な
ど
が
、

協
定
書
と
し
て
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
9
日（
金
曜
日
）、デ
リ

シ
ア
白
馬
店
と
ザ
・
ビ
ッ
グ
白

馬
店
に
て
北
ア
ル
プ
ス
広
域

北
部
消
防
署
に
よ
る
１
１
９

番
の
日
広
報
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
北
部
消
防
署
の
職

員
が
来
店
し
た
方
に
イ
ラ
ス

ト
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
、
１
１
９
番

通
報
の
啓
蒙
及
び
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
の
呼
び
か

け
を
し
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
対
応
に

関
す
る
協
定

白
馬
村
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
は
、村
内
で
地
震
や
集
中
豪
雨

な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、交
通
が
遮
断
さ
れ
る
な

ど
村
内
の
駅
に
て
帰
宅
困
難
者
の
人
命
を
守
る
た
め
の
連
携
協
定

書
を
、12
月
3
日（
月
曜
日
）に
締
結
し
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
住

民
や
観
光
客
の
安
全
確
保
と
迅
速
な

避
難
誘
導
対
策
は
、観
光
地
で
あ
る
白

馬
村
に
お
い
て
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
す
。

こ
の
度
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
と

の
相
互
協
力
協
定
に
よ
り
、災
害
時
の

避
難
誘
導
や
情
報
提
供
、並
び
に
、平

時
か
ら
の
備
え
の
た
め
の
対
策
な
ど
が
、

協
定
書
と
し
て
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
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13

こ
ん
に
ち
は
、藤
本
で
す
。

10
～
11
月
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋・文
化
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、

村
内
の
文
化
的
な
行
事
に
色
々
と
顔
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

白
馬
村
文
化
祭
で
は
、書
道
や
手
芸
の
作
品
を
は
じ
め
、村
民

の
方
々
の
色
々
な
活
動
の
成
果
を
今
年
も
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。一
番
す
ご
か
っ
た
の
は
、岐
阜
県
の
高
校
生
に

よ
る
神
城
断
層
地
震
の
研
究
報
告
。
白
馬
村
の
地
形
を
詳
細

に
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
付
き
で
地
質
を
分
析
し
て
お
り
、私
も

改
め
て
白
馬
村
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最

後
は
、お
い
し
い
お
茶
と
お
茶
菓
子
を
い
た
だ
い
て
大
満
足
で

し
た
。

業
務
の
関
係
で
は
、役
場
内
の
働
き
方
改
革
が
少
し
ず
つ
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、個
々
の
職
員
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
の
う
ち
、ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
効
率
化
の
余
地
が
あ
る

か
提
案
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
た

く
さ
ん
の
提
案
が
あ
り
、と
て
も
頼
も
し
い
と
思
う
と
と
も
に
、

働
き
方
改
革
の
伸
び
代
は
大
き
そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
議
会
で
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
に
関
す
る
懇
談
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
他
に
も
、オ
フ
ィ
ス
改
革
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
等
、色
々
な
効

率
化
の
ツ
ー
ル
や
事
例
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
職
員
数
で
、増
え
て

い
く
仕
事
を
い
か
に
こ
な

し
、か
つ
発
展
的
な
仕
事

を
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
、

職
員
も
村
民
も
幸
福
度
が

上
が
る
働
き
方
改
革
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
本
元
太
白
馬
を
走
る
！
　
№
15

文化祭の様子

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒

業
し
た
い
。
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
、幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
平
成
30
年
4
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

―
教
養
学
部
―

科
目
履
修
生（
6
ヶ
月
在
学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

選
択
履
修
生（
1
年
間
在
学
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生（
4
年
以
上
在
学
し
、卒
業
を
目
指
す
）

―
大
学
院
―

修
士
科
目
生（
6
ヶ
月
在
籍
し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、希
望
す
る
科
目
を
選
択
）

○
出
願
期
間

平
成
30
年
12
月
1
日
～
平
成
31
年
2
月
28
日
、

平
成
31
年
3
月
1
日
～
平
成
31
年
3
月
17
日

　（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
）

資
料
請
求（
無
料
）・
お
問
合
せ

〒
3
9
2
‐
0
0
2
7
　
長
野
県
諏
訪
市
湖
岸
通
り
5
‐
12
‐
18

（
諏
訪
文
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）　
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

電
　
話
：
0
2
6
6
‐
５
８
‐
2
3
3
2

F
A
X
：
0
2
6
6
‐
５
７
‐
1
1
3
5

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.ouj.ac.jp

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

◆
募
集
職
種

①
一
般
事
務
補
助
員（
臨
時
職
員
）
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
干
名

②
介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査
員（
臨
時
職
員
）
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
干
名

③
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
支
援
員（
臨
時
職
員
）
……
…
…
…
…
…
…
…
８
名
程
度

④
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
調
理
員（
臨
時
職
員
）
……
…
…
…
…
…
…
…
３
名
程
度

⑤
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ひ
だ
ま
り
の
家
」介
護
員（
臨
時
職
員
）
……
…
…
…
６
名
程
度

⑥
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ひ
だ
ま
り
の
家
」介
護
員（
パ
ー
ト
職
員
）
……
…
…
３
名
程
度

⑦
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
計
量
受
付・資
源
物
等
受
入
職
員
………
…
…
…
若
干
名

⑧
大
町
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
資
源
物
等
受
入
職
員
……
…
…
…
…
…
…
…
…
若
干
名

◆
勤
務
先

①�

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
ま
た
は
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

②�

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
ま
た
は
、白
馬
村
役
場

③
④
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘

⑤
⑥
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ひ
だ
ま
り
の
家
」

⑦
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク

⑧
大
町
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

◆
採
用
試
験
　
２
月
初
旬
頃

◆
受
験
申
し
込
み
・
お
問
合
せ

　
1
月
25
日（
金
曜
日
）ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、写
真
を
貼
付
し
て
各
担
当
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
要
件
・
雇
用
条
件
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、北
ア
ル

プ
ス
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

①
②
　
〒
3
9
8
‐
0
0
0
2
　
大
町
市
大
町
１
０
５
８
番
地
33

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
　
総
務
課
総
務
係
若
し
く
は
介
護
福
祉
課
ま
で（
電
話：２
２
‐
６
７
６
４
）

③
④
⑤
⑥
　
〒
3
9
8
‐
0
0
0
2
　
大
町
市
大
町
８
０
３
５
番
地

養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
島
荘
ま
で（
電
話：２
２
‐
０
４
９
７
）

⑦
⑧
　
〒
3
9
8
‐
0
0
0
1
　
大
町
市
平
4
6
0
8
番
地
2

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
　
総
務
課
エ
コ
パ
ー
ク
管
理
係（
電
話：８
５
‐
５
３
１
１
）

職
員
募
集
　

平
成
31
年
度
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

はくば12月.indd   13 H30/12/07   15:23



     

白
馬
村
・
河
津
町
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
記
念
事
業

「
河
津
桜
ま
つ
り
行
き
・
白
馬
村
民
号
」

　
昭
和
57
年
７
月
12
日
に
締
結
し

た
白
馬
村
と
河
津
町
と
の
姉
妹
都

市
提
携
は
、36
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
「
花
と
潮
騒
の
郷
」と
称
さ
れ
る

河
津
町
で
は
、２
月
上
旬
か
ら
３

月
上
旬
に
か
け
て
河
津
桜
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。河
津
町
全
域

で
約
8
，0
0
0
本
の
河
津
桜
を

観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
時

期
は
、河
津
町
が
最
も
賑
わ
い
を

見
せ
る
時
期
で
す
。

　

白
馬
村
の
皆
様
に
、河
津
町
の

賑
わ
い
や
桜
の
彩
り
、暖
か
な
気

候
を
五
感
で
感
じ
て
い
た
だ
き
、

両
町
村
の
一
層
の
相
互
理
解
と
親

善
友
好
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
河
津
桜
ま
つ
り
の
時
期
の
白
馬

村
は
、ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
の

真
っ
た
だ
中
に
あ
た
り
ま
す
が
、

こ
の
機
会
に
多
く
の
村
民
の
皆
様

に
、ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

３
．参
加
料

お
ひ
と
り
１
０
，０
０
０
円

（
お
と
な
・
こ
ど
も
同
額
）

※ 

交
通
費
、宿
泊
料（
1
泊
朝
食
）、夕
食
代
、昼

食
代（
2
日
分
）、旅
行
保
険
含
む

４
．宿
泊
先

河
津
町
内
の
民
宿（
1
泊
朝
食
）

※
夕
食
は
夕
食
交
流
会
場
に
て

５
．募
集
人
員

白
馬
村
の
住
民
60
名（
先
着
順
、定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

６
．申　
込

申
込
書
は
、役
場
総
務
課
で
受
け
取
る
か
、白

馬
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、期
限
ま
で
に
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・
窓
口
申
込
可
。

（
電
話
に
よ
る
申
込
み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

７
．申
込
期
間

平
成
30
年
12
月
20
日（
木
曜
日
）午
前
8
時
30

分
～
平
成
31
年
1
月
18
日（
金
曜
日
）

お申込み・お問合せ先　白馬村大字北城 7025 番地　白馬村役場総務課
メール：somu@vill.hakuba.lg.jp　ファクス：（0261）72-7001　電話：（0261）72-7002（課直通）

平
成
31
年
２
月
20
日（
水
曜
日
）か
ら
２
月
21
日（
木
曜
日
）ま
で
の
１
泊
２
日

１
．日　
程　
　

平
成
31
年
２
月
20
日（
水
曜
日
）か
ら
２
月
21
日（
木

曜
日
）ま
で
の
１
泊
２
日

２
．行　
程

12月20日（木曜日）
午前8時30分
申込受付開始

２月20日
（水曜日）

白馬村役場――安曇野ＩＣ＝＝甲府南ＩＣ――新富士ＩＣ＝＝＝ 　

駿河湾沼津ＳＡ＝＝長泉沼津ＩＣ――昼食――ループ橋桜観賞 ―  

河津町――河津桜まつり観賞――夕食交流会――河津町・泊 

２月21日
（木曜日）

出発まで河津桜自由散策　宿泊施設――沼津港――沼津ＩＣ＝＝

御殿場ＩＣ――御殿場プレミアムアウトレット――須走ＩＣ＝＝   

安曇野ＩＣ――白馬村役場

※�行程は、スケジュール等の都合により変更となる場合があります
のでご了承ください。

（7：00） 〈長野・中央道〉 朝霧高原経由　　　〈新東名道〉

（14：30） （18：00～19：30）

（9：30） （11：00～12：30）

（13：10～14：30） 〈中央・長野道〉

（19：00）

ほか

14
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○
還
付
金
詐
欺
に
つ
い
て

　�

大
北
地
域
の
一
般
家
庭
に「
国
民
健
康
保
険
の
還
付

金
が
あ
る
」と
い
う
電
話
が
多
く
、か
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
電
話
の
内
容
は
、役
場
職
員
等
を
名
乗
り
、

　・
国
民
健
康
保
険
の
還
付
金
が
あ
る
。

　・�（
還
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
）指
定
す
る
口
座

に
お
金
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
等
と
い
う
も
の
で
す
。

　
※ 

還
付
金
の
返
還
手
続
き
は
、役
場
等
か
ら
文
書
で

通
知
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、相
手
が
電
話
で

　・
保
険
金
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　・
近
く
の
A
T
M
で
操
作
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　�

等
と
い
う
も
の
は
、詐
欺
の
電
話
で
す
の
で
、注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
不
審
な
ハ
ガ
キ
に
注
意
！

　�

　「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
」や「
総
合

消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
知
書
」な
ど
と
書
か

れ
た
ハ
ガ
キ
や
、封
筒
が
村
内
に
多
く
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

　�

　
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
や
封
筒
は
詐
欺
で
す
の
で
、

連
絡
先
に
連
絡
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　�

不
審
な
電
話
や
郵
便
物
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、大
町

警
察
署（
２
２
‐
０
１
１
０
）ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

詐
欺
に
注
意
！

〈
白
馬
村
民
デ
ー
〉 
今
シ
ー
ズ
ン
は
倍
増
で
す
！

　
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
村
内
索
道
事
業
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

村
内
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
白
馬
村
民
を
対
象
に
、「
白
馬

村
民
デ
ー
」が
設
定
さ
れ
、以
下
の
と
お
り
、１
～
３
月
の

第
3
日
曜
日
と
翌
日
の
月
曜
日
に
、1
日
券
が
優
待
割
引

価
格
に
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。〔
村

民
デ
ー
が
昨
年
の
3
日
間
か
ら
6
日
間
に
増
え
ま
し
た
〕

●
日
程

　
平
成
31
年
1
月
20
日（
日
曜
日
）・
21
日（
月
曜
日
）、

　
2
月
17
日（
日
曜
日
）・
18
日（
月
曜
日
）、

　
3
月
17
日（
日
曜
日
）・
18
日（
月
曜
日
）の
6
日
間

●
対
象
者

　
白
馬
村
に
住
所
を
有
す
る
も
の

●
優
待
割
引
価
格

　
村
内
ス
キ
ー
場
　
1
日
券
２
，５
０
０
円

　（
高
校
生
以
上
大
人
対
象
）

〈
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
信
州
特
別
割
引
券
〉

　
長
野
県
内
小
中
学
生
に
、12
月
以
降
に
リ
フ
ト
1
日
券

が
約
50
％
割
引
と
な
る
優
待
割
引
券
が
配
布
と
な
り
ま

す
。割
引
券
1
枚
に
つ
き
家
族
５
名
ま
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
割
引
券
で
す
。

　
割
引
券
の
配
布
は
各
学
校
を
経
由
し
て
配
布
と
な
り

ま
す
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
、皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ス
キ
ー

場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

～「
き
ず
な
ネ
ッ
ト
」

�

ア
プ
リ
の
お
知
ら
せ
～

中
部
電
力
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
停
電
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

ア
プ
リ「
き
ず
な
ネ
ッ
ト
」を
運
用

中
で
す
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、停
電
情

報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ア
プ
リ
で
は
、

停
電
情
報
の
ほ
か
に
、天
気
情
報
や

地
震
・
津
波
情
報
、防
災
情
報
な
ど
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
便
利
な
情
報
も

配
信
し
ま
す
。
ご
登
録
は
無
料
で
す

の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※�

事
前
に
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
、画
面
に
表
示
さ
れ
た
手

順
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、複
数
地
域
の
配
信
設

定
も
可
能
で
す
。

白
馬
村
内
ス
キ
ー
場「
白
馬
村
民
デ
ー
」・

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
信
州
特
別
割
引
券
の

お
知
ら
せ

停
電
情
報
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認お問合せ　中部電力大町サービスステーション　電話：0120-985-232

URL：http://kizuna.chuden.jp/sp/help/App/download.html

お問合せ　大町警察署　生活安全課　電話：22-0110
　　　　　白馬村役場　総務課消費者行政係　電話：72-7002

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：85-0722
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子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、子
育
て
支
援
ル
ー
ム
か
ら「
食
育
」の
お
話
し
で
す
。

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
で
は
、白
馬
村
の
管
理
栄
養
士
、し
ろ
う
ま
保
育
園
の
栄
養
士
、

並
び
に
、白
馬
村
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、食
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

１
歳
児
の
広
場
、２・
３
歳
児
の
広
場
で
は
、月
１
回
の「
お
い
し
い
も
の
た
べ
よ
」

の
時
間
に
し
ろ
う
ま
保
育
園
の
的
場
栄
養
士
が
幼
児
食
や
お
や
つ
を
作
り
提
供
し
て

い
ま
す
。

人
参
を
炊
き
込
ん
だ「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ラ
イ
ス
」、旬
の
野
菜
を
使
っ
て「
か
ぼ
ち
ゃ

の
ミ
ル
ク
も
ち
」、簡
単
に
手
作
り
で
き
る
お
や
つ「
い
き
な
り
だ
ん
ご
」、支
援
ル
ー

ム
の
栗
の
木
の
栗
を
使
っ
た「
栗
ご
は
ん
」な
ど
が
献
立
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

０
歳
児
の
広
場
で
は
、「
お
昼
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
の
丸
山
管
理
栄
養

士
が
10
ケ
月
児
の
お
子
さ
ん
か
ら
食
べ
ら
れ
る
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
和
風
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
」「
ほ
か
ほ
か
オ
ニ
オ
ン
ス
ー
プ
」な
ど
、小
さ
い
お
子
さ

ん
に
ぴ
っ
た
り
の
、出
汁
や
野
菜
の
甘
み
を
活
か
し
、薄
味
の
具
だ
く
さ
ん
ス
ー
プ
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、白
馬
村
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
郷
土
食「
お
や
き
」を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、２
月
に
は「
や
し
ょ
う
ま
」

も
作
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
や
き

は
身
近
で
見
た
り
、食
べ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、や
し
ょ
う
ま
は
あ
ま
り
口
に
す
る
機
会

が
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
月
は
、8
・
10
日
に
五
穀
豊
穣
を
願
う
郷
土
の

行
事「
も
の
づ
く
り
」を
行
い
、米
粉
の
お
団
子
を

食
べ
ま
す
。
31
日
は「
お
い
し
い
も
の
た
べ
よ
」の

日
で
す
。
2
月
28
日
に
は
や
し
ょ
う
ま
作
り
を
行

い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、し
ろ
う
ま
保
育
園
か
ら
で
す
。

子
育
て
耳
よ
り
情
報
　
№
15

白
馬
村
で
は
、全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
12
月
3
日
よ
り
、小
児
科
遠
隔
健
康

医
療
相
談
事
業（
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
）サ
ー
ビ
ス
の
拡
張
と
し
て
、「
産
婦
人
科
オ

ン
ラ
イ
ン
」を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、平
日
の
18
時
か
ら
22
時
の
時
間
帯
に
、L
I
N
E
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
チ
ャ
ッ
ト
、

音
声
通
話
、動
画
電
話
で
、産
婦
人
科
医
ま
た
は
助
産
師
に
直
接
相
談
で
き
る
産
婦
人
科
領
域
に
特

化
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

相
談
内
容
は
、妊
婦
自
身
の
悩
み
や
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、出
産
の
こ
と
、そ
し
て
産
後
の

心
身
の
悩
み
ま
で
幅
広
い
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、出
産
後
は
、「
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」に
継

続
す
る
形
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ
と
で
、妊
娠
期
～
産
後
～
育
児
の
不
安
の
大
き
い
時
期
に
、正

し
い
医
療
知
識
と
安
心
を
届
け
、切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・�

出
産
ま
で
の
妊
婦
の
相
談
は「
産
婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」で
産
婦
人
科
医
若
し
く
は
助
産
師
が
、出

産
後
の
子
ど
も
の
相
談
は「
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」で
小
児
科
医
が
対
応
し
ま
す
。

・�

出
産
後
の
母
親
の
身
体
の
相
談
は「
産
婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」で
産
婦
人
科
医
に
相
談
が
で
き
ま
す
。

・�

授
乳
・
卒
乳
・
断
乳
に
関
す
る
相
談
は「
産
婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」で
助
産
師
に
相
談
が
で
き
ま
す
。

・�

利
用
方
法
は
、専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
相
談
相
手
を
選
択（
産
婦
人
科
医
若
し
く
は
助
産
師
）し
、

日
時
の
予
約
を
行
い
ま
す
。1
回
の
相
談
は
10

分
間
で
す
。

利
用
登
録
は
、白
馬
村
住
民
専
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
を
行
い
、専
用
の
合
言
葉
を

入
力
す
る
こ
と
で
、無
料
で
利
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
合
言
葉
は
、白
馬
村
教
育
委
員
会
子
育

て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
す

で
に
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
に
登
録
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
は
、同
じ
Ｉ
Ｄ
を
利
用
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：85-8101

遠
隔
健
康
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス

「
産
婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」の
提
供
開
始
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※ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
も
人

間
ド
ッ
ク
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、申
請
書
・
必
要
書
類

を
添
付
し
て
役
場
住
民
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
な
も
の
：
申
請
書（
住
民
課
窓
口
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
）・
人

間
ド
ッ
ク
検
査
結
果
・
領
収
書
・
印
鑑
・

振
込
先
の
わ
か
る
も
の
・
保
険
証

村
の
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
た
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
は
受
診
後
１
年
以
内

と
し
ま
す
が
、受
診
結
果
が
届
い
た
ら
、お
早

め
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
免
除
期
間

�

　�

　
出
産
予
定
日
又
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
4
か
月
間（
以
下「
産

前
産
後
期
間
」と
い
い
ま
す
。）の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　�

　
な
お
、多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、出
産
予
定
日
又
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3

か
月�

前
か
ら
6
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
※�

出
産
と
は
、妊
娠
85
日（
4
か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。�（
死
産
、流
産
、

早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

○
対
象
者

　�「
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
」で
出
産
日
が

平
成
31
年
2
月
1
日
以
降
の
方

○
届
出
時
期

　�

　
出
産
予
定
日
の
6
か
月
前
か
ら
届
出
可
能

で
す
の
で
、速
や
か
に
届
出
く
だ
さ
い
。

　
※�

た
だ
し
、届
出
が
で
き
る
の
は
平
成
31
年

4
月
か
ら
で
す
。

○
届
出
先

　
白
馬
村
役
場
住
民
課

○
施
行
日

　
平
成
31
年
4
月
1
日

お問合せ　長野県後期高齢者医療広域連合　業務課給付係　電話：026-229-5320（代表）

お問合せ　白馬村役場　住民課後期高齢医療係　電話：8 5-0715

お問合せ　松本年金事務所　電話：0263-32-5821（代表）

後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費
通
知
発
送
に
つ
い
て

平
成
31
年
4
月
か
ら

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す
!

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
送

付
す
る
医
療
費
通
知
を
所
得

税
の
確
定
申
告（
医
療
費
控

除
）に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
そ
の
前
年

に
医
療
を
受
け
た
全
て
の
被

保
険
者
に
対
し
、
平
成
31
年

１
月
下
旬
及
び
３
月
下
旬
に
、

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
医
療
費
通
知
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、医
療
費
通
知
は
、前

年
１
月
か
ら
前
年
10
月
ま
で

の
受
診
分
に
つ
い
て
は
、
１

月
下
旬
に
、
前
年
11
月
及
び

前
年
12
月
受
診
分
は
、
３
月

下
旬
の
年
２
回
に
分
け
て
送

付
い
た
し
ま
す
。
確
定
申
告

の
期
間
中
に
、
医
療
費
控
除

の
申
告
を
さ
れ
る
際
は
、
１

月
下
旬
に
お
送
り
す
る
医
療

費
通
知
と
併
せ
て
、
11
月
及

び
12
月
診
療
分
の
医
療
機
関

等
か
ら
の
領
収
書
を
添
付
の

上
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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今
月
号
で
は
、前
回
に
引
き
続
き
、障
害

福
祉
計
画
に
つ
い
て
残
り
の
2
つ
の
柱
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
障
害
福
祉
計
画
で
定
め
て
い
る
4
つ
の
柱

　☆ 

福
祉
施
設
の
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

☆ 

精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

☆ 

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備

☆ 

福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
等

右
記
の
う
ち
、残
り
2
つ
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

☆ 

3
つ
目
の
柱
：
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備

概
要

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
重
度
化
、高
齢
化
や

「
親
亡
き
後
」を
見
据
え
、居
住
支
援
の
た
め

の
機
能（
相
談
、緊
急
時
の
受
け
入
れ
・
対
応
、

体
験
の
機
会
・
場
、専
門
的
人
材
の
確
保
・
養

成
、地
域
の
体
制
づ
く
り
）を
、地
域
の
実
情

に
応
じ
た
創
意
工
夫
に
よ
り
整
備
し
、障
が

い
の
あ
る
人
の
生
活
を
地
域
全
体
で
支
え

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
　

【
国
の
基
本
方
針
】

・�

2
0
2
0
年
度
末
ま
で
に
各
市
町
村
ま
た

は
各
圏
域
に
少
な
く
と
も
1
つ
を
整
備
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

【
白
馬
村
の
成
果
目
標
】

2
0
1
8
年
度
4
月
時
点
：
大
北
圏
域
障
害

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
）

に
お
い
て
、基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
24

時
間
対
応
）と
し
て
開
始
。

こ
の
現
状
か
ら
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

大
北
圏
域
全
体
に
お
い
て「
面
的
な
整
備
」

（
地
域
に
お
け
る
複
数
の
機
関
が
分
担
し
て

機
能
を
担
う
体
制
）を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

☆ 
4
つ
目
の
柱
：
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労

へ
の
移
行
等

概
要

　
福
祉
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
が
、就
労

へ
移
行
す
る
た
め
の
事
業
等
を
通
じ
て
一

般
就
労
へ
移
行
し
、定
着
し
て
働
け
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

【
国
の
基
本
方
針
】

・�

2
0
2
0
年
度
末
に
お
け
る
、福
祉
施
設
か

ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
数
を
2
0
1
6

年
度
末
実
績
の
1.5
倍
以
上
と
す
る
。

・�

2
0
2
0
年
度
末
に
お
け
る
、就
労
移
行
支

援
事
業
の
利
用
者
数
を
2
0
1
6
年
度
末

の
利
用
者
数
か
ら
20
％
以
上
増
加
と
す
る
。

・�

2
0
2
0
年
度
末
に
お
け
る
、就
労
移
行

支
援
事
業
所
の
う
ち
、就
労
移
行
率
が
全

体
の
5
割
以
上
と
す
る
。

・�

就
労
定
着
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
を
開
始

し
た
時
点
か
ら
1
年
度
の
職
場
定
着
率
を

80
％
以
上
と
す
る
。

【
白
馬
村
の
成
果
目
標
】

・�

2
0
1
6
年
度
末
の
福
祉
施
設
か
ら
一
般

就
労
移
行
者
数
：
0
人

・�

2
0
1
6
年
度
末
の
就
労
移
行
支
援
利
用

者
数
：
1
人

・�

2
0
1
6
年
度
末
の
就
労
移
行
支
援
事
業

所
数
：
0
事
業
所

�

こ
の
現
状
か
ら
・
・
・

・ 

2
0
2
0
年
度
末
の
福
祉
施
設
か
ら
の
一

般
就
労
移
行
者
数
：
2
人

・ 

2
0
2
0
年
度
末
の
就
労
移
行
支
援
利
用

者
数
：
2
人

・ 

2
0
2
0
年
度
末
の
就
労
移
行
率
30
％
以

上
の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
数
：
事
業
所

の
設
置

・ 

就
労
定
着
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
を
開
始

し
た
時
点
か
ら
1
年
後
の
職
場
定
着
率
：

80
％

　
★�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

　
　（
障
が
い
に
関
す
る
マ
ー
ク
）

○
盲
人
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
世
界
盲
人
連
合
で
1
9
8
4
年
に
制
定

さ
れ
た
盲
人
の
た
め
の
世
界
共
通
の
マ
ー

ク
で
す
。視
覚
障
が
い
者
の
安
全
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
考
慮
さ
れ
た
建
物
、設
備
、機
器

な
ど
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。信
号
機
や
国

際
点
字
郵
便
物
・
書
籍
な
ど
で
身
近
に
見
か

け
る
マ
ー
ク
で
す
。

　
こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
場
合
に
は
、視

覚
障
が
い
者
の
利
用
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 「
白
杖
S
O
S
シ
グ
ナ
ル
」

　
普
及
啓
発
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
白
杖
を
頭
上
50
㎝
程
度
掲
げ
て
S
O
S

の
シ
グ
ナ
ル
を
示
し
て
い
る
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
を
見
か
け
た
ら
、進
ん
で
声
を
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て

【
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害
福
祉
計
画
っ
て
何
！？
　
№�2
】

障がい福祉ってなんだろうNo.21シリーズ

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課福祉係　電話：85-0713
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【10月１日～５日】
昨年度に引き続き、台湾での修学旅行が行われました。
出国、帰国ともに台風の影響が懸念される中でのフライ
トとなりましたが、現地では概ね天気に恵まれ、予定どお
りの全行程を消化することができました。

【10月12日】
強歩大会が開催されました。白馬高校～黒菱岳山頂ま
でを往復する約22ｋｍのコースで、標高差は500ｍ程あ
ります。
早い生徒は約1時間40分で走り切りました。壮大な景
色を眺めながら心身を鍛え、共に歩いた友人たちとは学
校の事や自分の夢など、時間をかけて話すことができた
良い機会となりました。他学年の生徒や普段話す機会が
ない人ともすれ違うときにお互い声を掛け、励まし合う
こともできました。
運動が得意な生徒も苦手な生徒も「しんどかったけども、
面白かった」との感想を口にしていました。

現地の高校生との交流を始め、主体的に文化の違いを
楽しむ生徒の姿が見られました。海外に行くことの意義
を十二分に確認できた良い修学旅行となりました。
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【10月15日】
東京大学先端科学技術研究センター人間支援工学分野教授中邑賢龍（なかむら
　けんりゅう）先生にご講演いただきました。昨今の社会の現状をお話しいただき、
そのうえでどのように学ばなければいけないかを教えていただきました。
「現代は社会が豊かになり、ルール、常識、教育が整備されてきた。しかし、これ
からの社会では標準化された作業などは、ロボットにとってかわられる時代である。
そういった時代に生きるために、常識に縛られず自由であり、自らの責任を果た
す必要に迫られている。いかに自分らしく社会に関わることが出来るか」生徒た
ちには自分の好きなことでエキスパートになり、社会に貢献する方法を考え、自
分なりの答えを導き出して次のステージへ進んでいってもらいたいと思います。

【10月16日】
3年B組の授業、グローバル観光の一環としてPTA研修旅行を行いまし
た。生徒が企画・準備をして当日のガイドもこなす旅行で、お客様に生徒
の保護者の方を招きました。
日帰りバスツアーで養命酒工場（駒ケ根）⇒駒ケ根ソースかつ丼の有名
店⇒かんてんぱぱガーデン（伊那）へ行きました。生徒たちの入念な下調べ
が功を奏し、バス内でのガイドは「知らない事もたくさんあり勉強になった」
と好評でした。また帰りの車中でのレクリエーションで行われたビンゴゲー
ムの景品は、各工場のお土産を選び、そちらも好評でした。保護者の方か
らは是非来年も実施してもらいたいという声をたくさんいただきました。

【11月6日】
はくばフォーラムがウィング21で行われました。県・村の
教育委員会や地域の関係者、保護者の皆様をお招きし、受付
や司会もすべて生徒が行い、白馬高校で学んだ成果を学年ご
とに発表しました。
1年生は就労体験、2年生は修学旅行と高校生ホテル、3年
生は国際観光科が発足した新生白馬高校1期生としての3年
間のまとめとデュアルシステムについて発表しました。

1年生の就労体験は3つの発表のうち１つが介護施設の体験
で、小谷村の現状を調べ、就労体験先がどのように地域に貢献
しているかまで深く探究した内容でした。2年生はタピオカに
焦点をあて、修学旅行先の台湾を研究する斬新な発想で会場を
引きつけていました。3年生は3年間の体験をまとめ、その内容
が多岐にわたり、高校生活が充実していたことがよくわかる発
表でした。質疑応答では就労先は選べるのか、普通科でも体験
を増やすことはできないかなどのご意見をいただきました。
今後も白馬高校として更に様々な体験を通じ生徒の成長を促
し教育の充実を図りたいと思います。
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書　　名 著者名
現代用語の基礎知識2019 自由国民社〔編集〕
夜回り先生　原点 水谷　修
尿トレ　誰にも言えない尿のトラブル「スッキリ解消!」ブック 山西　友典〔医療監修〕
フォトジェニックなラテアート 伊藤　雄一
HOTEL&RYOKAN宿泊施設の『品質』 北村　剛史
思い出が消えないうちに 川口　俊和
その先の道に消える 中村　文則
切なくそして幸せな、タピオカの夢 吉本　ばなな
このサンドイッチ、マヨネーズ忘れてる　ハプワース16、1924年 J.D.サリンジャー
信州の日本酒と人 朝日新聞長野総局〔編著〕

【 一般・郷土 】

桃太郎が語る桃太郎／岡村 優太〔絵〕

かあさん、だいすき／
シャーロット・ヴォーク〔絵〕

ねずみくんのうんどうかい／上野紀子〔絵〕

ねこです。／北村　裕花〔作〕

ぼくは生まれる前、大きな桃の中に
いました。すぐ外からは水の音。ど
んぶらこ、どんぶらこ。もし、自分が
桃太郎だったら…、そんな気持ちに
なる、話題の「一人称絵本」。

「ねえかあさん、なにかんがえてる?」何度
もたずねるエレン。エレンはかあさんから
聞きたい言葉があるのです。

うさぎさんとかめさんは、運動会でかけっ
こをするそうです。「勝てないよ」とかめさ
んは困っています。ねみちゃんが思いついた、
いいことって？

なにに見えるでしょうか。モップ? おもち? 
毛糸玉? おはぎ? つちのこ? おまんじゅう?
よく見て、ねこです。あれ？たまにねこでな
いものもまじっているようです…。

書　　名 著者名
知っていますか?SDGs 日本ユニセフ協会〔制作協力〕
メリークリスマス R.B.ウィルソン〔文〕
ほろっと泣けるいきもの図鑑 今泉　忠明〔監修〕
開かずの部屋となぞの人形 ドリー・ヒルスタッド・バトラー〔作〕

【 児童書・絵本 】

ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】

― 新着案内 ―

★クリスマスの絵本や物語、パーティー・クリスマス飾りのアイデア
★外国語でおもてなし
どちらも小さいコーナーですが、普段は書庫に保管されている図書も並べてあります。

― 特設コーナー案内 ―

図書館だより
No.205

平成30年12月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

月 火 水 木 金 土 日
12月17日 12月18日 12月19日 12月20日 12月21日 12月22日 12月23日
12月24日 12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日 12月30日
12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日
1月7日 1月8日 1月9日 1月10日 1月11日 1月12日 1月13日

○年末年始の休館日のお知らせ  　　　  （色がついてる日が休館日です。）

・探していた本が貸出中だった→インターネットか、窓口で予約
・ インターネット予約→図書館の利用者カード番号・メールアドレス・パスワード

が必要です
・ 初めての予約の前に→白馬村図書館ＨＰ→「新規パスワード登録」（半角英数字･

４～８桁以内）
・ 予約の本の用意が出来たら連絡をしますので、１週間以内にお越しください。

― インターネット予約のご案内 ―
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1 2～ 1月　保健ガイド

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日

北部地区
（白馬・小谷）

大町市内
南部地区

（池田・松川）
歯　　　科 白馬村内薬局当番店

12月23日 日 小谷村診療所 市立大町総合病院 近藤医院 砂田歯科医院 大町市 22-0648 ―
12月24日 月 白馬診療所 野村クリニック 西森整形外科 西澤歯科医院 大町市 22-5091 フジノヤ薬局
12月29日 土 横沢医院 ―
12月30日 日 小谷村診療所 横澤内科医院 あづみ病院 佐藤歯科医院 大町市 0261-23-3211 フジノヤ薬局
12月31日 月 栗田医院 市立大町総合病院 太田医院 柏原歯科医院 白馬村 0261-71-1182 フジノヤ薬局・太田薬局
  1月  1日 火 しんたにクリニック 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 松本クリニック グリーン歯科クリニック 大町市 0261-23-6666 フジノヤ薬局
  1月  2日 水 白馬診療所 菊地クリニック せりざわクリニック おだ歯科 白馬村 0261-72-6482 フジノヤ薬局
  1月  3日 木 神城醫院 小野医院 吉村医院 あづみ野歯科 池田町 0261-62-2332 フジノヤ薬局
  1月  6日 日 しんたにクリニック 平林医院 はーぶの里診療所 オクハラデンタルクリニック 大町市 0261-23-0500 フジノヤ薬局
  1月13日 日 神城醫院 大町協立診療所 あづみ病院 いいざわ歯科医院 大町市 0261-23-7050 フジノヤ薬局
  1月14日 月 白馬診療所 伊東医院 平林ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ 小谷歯科医院 小谷村 0261-82-2762 フジノヤ薬局
  1月20日 日 小谷村診療所 柿下クリニック 近藤医院 小田切歯科医院 池田町 0261-62-3134 ―
  1月27日 日 横沢医院 遠藤内科医院 あづみ病院 市立大町総合病院 大町市 0261-22-0145 ―

■ 心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

1月16日（水） 13:00〜15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。
■ 弁護士無料法律相談（予約制）

開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

2月13日（水） 13:00〜15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

澤地　雅弘　弁護士 白馬村社会福祉協議会　72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 受付時間 対象になるお子様

12月18日（火） 7ヵ月もぐもぐの日 9:45〜10:00 H30年4月〜5月生
12月20日（木） 2ヵ月育児相談 9:30〜9:45 H30年10月生
  1月10日（木） 乳児健診 9:15〜9:30 H30年8月生・H30年2月生
  1月11日（金） 2歳相談 9:15〜9:30 H28年10月生
  1月17日（木） 3歳健診 13:00〜13:15 H27年11月10日〜12月生
  1月28日（月） 2ヵ月育児相談 9:30〜9:45 H30年11月生

16日〜翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 受付時間 対象になるお子様

12月21日（金） 各種予防接種 13:00〜13:30
個別にご案内しています。  1月  9日（水） 各種予防接種 13:00〜13:30

  1月25日（金） 各種予防接種 13:00〜13:30

毎週月曜日
9 :30〜12:00

13:30〜16:00

毎週火・水・木曜日 13:30〜16:00

自由利用

■ 子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日

0歳児の広場 毎週水曜日

2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30〜12:00 

行事日程
月　日 行事名 対　象 開始時間

1月 8日（火） もの作り 1歳児 11:20〜
1月10日（木） もの作り 2.3歳児 11:20〜

1月21日（月）
月曜育児相談 10:30〜
おはなし会 11:00〜

1月30日（水） マタニティー教室①　※ふれあいセンターにて行います 妊婦・夫 10:00〜
1月31日（木） おいしいもの食べよの日 2.3歳児 11:20〜

※12/17（月）〜20（木）・・・午前中のみ自由利用で開室します。
※12/25（火）〜1/3（木）・・・なかよし広場・自由利用はありません。　
※新年の始まりは1/8（火）のなかよし広場（いちごグループ・もの作り）からの予定です。
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人口：8,862 人　　男：4,437 人　　女：4,425 人　　世帯：4,048 世帯
（平成 30 年 12 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
今月の広報の写真は合同のスキー場開きの写真です。当日はこの時期としては強い寒気が流れ込み、明け方にかけて
雪が降りましたが、ゲレンデにはほとんど雪がない状況でありました。暖冬との予想もありますが、今シーズンも多く
の観光客の皆様をお迎えし、白馬の冬を楽しんでいただけることを願っております。
新しく迎える2019年も皆様にとって幸多き年となりますことをお祈りいたします。
� （広報編集担当　鷲澤）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第1回町内美化活動が6月26日、今井浜海岸で実施
され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら70名を超
える人々が参加しました。東小学校では、子ども達の
地域の自然を大切にする気持ちを高めるため、毎年夏
に今井浜海岸の清掃活動を行っています。縦割り班に
分かれた児童らは、大人達と協力しながら流木や海藻
などのごみを拾い集めました。約1時間に渡る活動の
結果、トラック3台分、ごみ袋112袋分のごみが回収さ
れました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7月19日（水）から3日間、白馬北小学校の5年生
の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物
館見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での
買い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

白馬で河津の特産物を販売

第48回白馬村文化祭が11月3日と4日、長野県白馬
村ウイング21で行われました。河津町は3日に参加し、
アジやエボ鯛、金目鯛の干物、農産加工所のみかんや
わさび漬けの販売を行いました。なかでも金目鯛の味
噌汁は行列ができるほどの人気で、毎年楽しみにして
いると話す人も訪れました。

　10月23日（火）、太地町議会議場において、太地中学
校生徒議会が行われました。
　3年生の生徒が議長や議員となり、議会の進行や、町
執行部に対し質問を行いました。
　質問の内容は様々で、「町内の台風被害」「捕鯨問題」
「ブルームとのこれからの交流について」等が挙げられ
ました。
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人口：8,862 人　　男：4,437 人　　女：4,425 人　　世帯：4,048 世帯
（平成 30 年 12 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
今月の広報の写真は合同のスキー場開きの写真です。当日はこの時期としては強い寒気が流れ込み、明け方にかけて
雪が降りましたが、ゲレンデにはほとんど雪がない状況でありました。暖冬との予想もありますが、今シーズンも多く
の観光客の皆様をお迎えし、白馬の冬を楽しんでいただけることを願っております。
新しく迎える2019年も皆様にとって幸多き年となりますことをお祈りいたします。
� （広報編集担当　鷲澤）
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姉妹都市コーナー
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